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第１回岸和田市スマートシティ推進協議会
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6. 基調講演「大阪府のスマートシティ戦略とデータ連携基盤ORDEN」
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本日の次第

時間 プログラム 登壇者 所要時間

10:00
10:05

開会の挨拶
岸和田市 市長
佐野 英利

5分

10:05
10:10

推進協議会の趣旨・目的
有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）

5分

10:10
10:15

令和7年度の取組スケジュール
有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）

5分

10:15
10:45

各WGの活動状況報告及び
今年度の実証

株式会社インテック様
株式会社Y4.com様

株式会社地域創生Coデザイン研究所様
30分

10:45
11:00

各部会の活動状況報告及び
今年度の公募内容

有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）

15分

11:00
11:30

【基調講演】「大阪府のスマートシ
ティ戦略とデータ連携基盤
ORDEN」

大阪府 スマートシティ戦略部
戦略推進室戦略企画課
課長 狩野 俊明様

30分

11:30
11:55

本協議会の総括及び
今後に向けての意見交換

大阪公立大学
学長補佐・大学院情報学研究科

教授 阿多 信吾様
25分

11:55
12:00

閉会の挨拶
岸和田市総合政策部 部長

西川 正宏
5分

■ 2025年7月30日（水） 10:00～12:00（2.0h）
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１．開会の挨拶

岸和田市 市長 佐野 英利
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２．本協議会の趣旨・目的

有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）
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２．本協議会の趣旨・目的

岸和田市スマートシティ推進協議会の目的

岸和田市におけるスマートシティ構想の推進を図るため、民間企業の力を地域課題の

解決につなげ、市民の生活利便性や豊かさの向上を図ることをめざします

産学官が連携してデータやＩＣＴ等の新たな技術を活用しながら、分野横断的に岸和田

市における諸課題の解決等に取り組むことにより、岸和田市の魅力を高め、持続可能

な都市として機能するスマートシティの実現をめざします

岸和田市スマートシティ推進協議会の趣旨

本協議会は、岸和田市スマートシティ構想で掲げる「住みよい・育てよい・心地よい」ま

ちの実現をめざし、産学官の連携・協働によってスマートシティに係る取組・施策を推進

する場です

市民目線での利便性や幸福度の向上を重視し、防災・観光・健康・教育・データ連携等の

分野において実証及びプロジェクトを通じた具体的な取組を展開します

デジタル技術やデータの利活用を通じて地域の課題だけでなく魅力も見える化・共有

し、行政と民間事業者さらには事業者間の連携・共創を促すことによる持続的かつ横

断的なスマートシティの形成をめざしています
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岸和田市スマートシティ構想を推進する組織として、産学官が連携する組織「岸和田市スマート
推進協議会（以下、推進協議会）」とともに、庁内の意思決定機関である本市政策決定会議の専
門委員会である「岸和田市スマートシティ推進委員会」と連携し、本市のスマートシティに係る
取組を推進していきます。

岸和田市スマートシティ構想の推進体制について

推進協議会（2025年3月5日から）

事務局
総合政策部企画課
支援事業者

運営委員会
WG代表

総会

総合政策

部長

コア企業

（インテック） 全
体
調
整

外部アドバイザー

（大学教授）

防災WG

市職員

インテック

事
業
検
討

実
施
機
関

会長
（市長）

健康WG

市職員

Y4.com

WG代表

観光WG

市職員

Coデザイン

① ②

事
業
検
討

実
施
機
関

事
業
検
討

実
施
機
関

パートナー会員（参画企業）

岸和田市における具体的な事業提案を行い登録さ
れた団体等で、事業化に向けた取組の検討・実証
等を行うワーキンググループの構成員となります

① ② ① ②

①市からの課題提示に
対する事業者提案

②成果報告

行政

推進委員会
（部長）

政策決定会議

政策調整会議

意
思
決
定
機
関

【岸和田市スマートシティ推進委員会設置要綱】
（所掌事務）
第２条 推進委員会は、次の各号に掲げる事項
を所掌する。
（１）岸和田市スマートシティ構想に関すること。
（２）円滑にスマートシティを推進するための庁
内調整に関すること。
（３）前２号に掲げるもののほか、スマートシティ
推進に必要と認める事項

岸和田市スマートシティ推進委員会

【岸和田市スマートシティ推進協議会規約】
第2条 協議会は、産学官が連携してデータやＩ
ＣＴ等の新たな技術を活用しながら、分野横断
的に岸和田市における諸課題の解決等に取り組
むことにより、岸和田市の魅力を高め、持続可
能な都市として機能するスマートシティを実現
することを目的とする。

岸和田市スマートシティ推進協議会
部会

（職員）
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３．令和7年度の取組スケジュール

有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）
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令和７年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【総会】
•市長
•総合政策部長
•阿多信吾教授
•総合政策部企画課
•株式会社インテック
•WG代表、テーマ別WG
•支援事業者

【運営委員会】
•総合政策部長
•株式会社インテック
•阿多信吾教授
•WG代表

【推進委員会】
（庁内組織）

•12部長

【事務局】
•総合政策部企画課
•支援事業者

推進協議会参画企業（第2期）

公募案の作成支援

R7年度実証

事業の選定

推進協議会会員

（第2期）企業募集

予算検討・予算要求

（支援事業者による支援）

推進協議会会員（第2期）

公募案等の協議

推
進
協
議
会

（
書
面
開
催
）

運
営
委
員
会

R7年度実証事業

仕様案の検討・策定

（事務局発事業）

運
営
委
員
会

報告

大阪府との連携推進（大阪広域データ連携基盤ORDENの活用等）

 公募案の確認

 R7年度実証実験内容
検討状況の共有

 R8年度事業（検討状
況）の共有

 R7年度実証実験
内容の報告

 R8年度実装事業
検討状況の共有

 新テーマ別WG組

成に向けた調整

 R7年度実証事
業結果の確認

 R8年度事業計
画の確認

 年次報告

 R8年度事業計
画の承認

共有

R8年度事業実施に向けた方向性検討

R6年度取組の振り返り

提案書

審査

R8年度事業計画の確認
参画企業

の審査
新テーマ別WG

の組成

R8年度実装事業実施に向けた課題等整理

（事務局発事業）

推

進

委

員

会

運
営
委
員
会

交付金等の要件整理

推
進
協
議
会

推

進

委

員

会

WG・部会に関する

庁内調整

交付金申請

（事務局発事業）

推

進

委

員

会

交付金申請書等作成

（事務局発事業）

運
営
委
員
会

推
進
協
議
会

報告

 実証事業の報告

 新WGの承認

報告

 協議会設立趣旨・目的
の再共有

 公募案の承認

 R7年度実証実験内容
検討状況の確認

 R8年度実装事業検討
方向性の提示

運
営
委
員
会

WG・部会に関する

庁内調整

WGに関する

庁内調整

岸和田市スマートシティ構想の推進における活動スケジュール（推進協議会及び推進委員会）

３．令和7年度の取組スケジュール
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令和７年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【防災WG】

【健康WG】

【観光WG】

【部会】
推進協議会
会員企業
（第2期）
公募準備

推進協議会会員（第2期）
公募案等の検討

R7年度実証実験の実施*

R7年度実証実験の実施*

交付金獲得に向けた準備 交付金申請

交付金獲得に向けた準備 交付金申請

交付金獲得に向けた準備 交付金申請

推進協議会会員（第2期）企
業募集

公募
審査会

参画に向けた調
整
及び

参画企業確定

次年度事業計画
の取り纏め

次年度事業計画
の取り纏め

R7年度実証実験
の準備期間

R7年度実証実験
の準備期間

次年度企画・事務調整

次年度企画・事務調整

令和6年度における
取組の振り返り

実証・実装に向けたサービス
及び仕様の検討

R7年度実証取組
令和8年度事業計画案の作成

R7取組の課題整理
令和8年度事業計画の取り纏め

次年度企画・事務調整

令和6年度における
取組の振り返り

ターゲティング等の
見直し

提案を求める
サービスイメージの再構築
（既存WGとのマッチング）

公募資料の作成 WG組成準備提案書の適宜確認、事前選定等

令和7年度実証実験
仕様案の検討

令和7年度実証実験
仕様案の検討

令和8年度におけるサービス実装に向けた検討

令和8年度におけるサービス実装に向けた検討

実装に向けた
課題等の整理

実装に向けた
課題等の整理

課題・障壁等の
解決手法検討

課題・障壁等の
解決手法検討

事業実施に
係る課題感
及び目線の
統一

事業実施に
係る課題感
及び目線の
統一

サービスイ
メージの検討

サービスイ
メージの検討

パートナー会員
主導で推進

パートナー会員
主導で推進

パートナー会員
主導で推進

事務局
主導で推進

WG始動
各部会において
活用・連携可能な

データの確認（棚卸し）

*：実証時期はWGによって異なる

岸和田市スマートシティ構想の推進における活動スケジュール（ワーキング及び部会）
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4．各WGの活動状況報告及び
今年度の実証
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防災WG

ワーキ
ング名

連携事業
者

テーマ
（案）

実証実験の検討（イメージ案） 部会員

防災
WG

（株）イン
テック

クロノロ
ジーのダッ
シュボード
化

「市民からの投稿による災害情報収集の
デジタル化」の機能を活用したクロノロ
ジーの作成とダッシュボード化の実証
（課題感：クロノロジーの情報共有へのタ
イムラグの発生など）

※クロノロジー：時系列に出来事や情報をまとめること

危機管理課
IT推進課
企画課

【別紙（株）インテック様資料参照】
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健康WG

ワーキ
ング名

連携事業
者

テーマ
（案）

実証実験の検討（イメージ案） 部会員

健康
WG

（株）
Y4.com

朝食欠食
率の改善

アプリによるゲーミフィケーション（クイ
ズ）を活用した朝食欠食率の改善（意識変
容、行動変容）に向けた実証
（課題感：欠食率の減少、食育の推進など）

健康推進課
福祉政策課
子育て支援課

企画課

【別紙（株）Y4.com様資料参照】
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観光WG

ワーキ
ング名

連携事業
者

テーマ（案） 実証実験の検討（イメージ案） 部会員

観光
WG

（株）地域
創生Co
デザイン
研究所

デジタルス
タンプラ
リーを活用
したデータ
分析

岸和田城から駅周辺をターゲットにした
デジタルスタンプラリーによる観光周遊に
関するデータ分析の実証
（課題感：滞在時間の延伸や観光周遊の課

題創出など）

観光課
産業政策課
農林水産課
交通まちづくり課

広報広聴課
企画課

【別紙（株）地域Coデザイン様資料参照】
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5．各部会の活動状況報告及び
今年度の公募内容

有限責任監査法人トーマツ
（協議会運営支援委託事業者）



8月中旬

公募開始

9月中旬

参加表明

9月下旬

提案書

10月下旬

ヒアリング

11～12月

WG調整

R8.1月

WG始動
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4．各部会の活動状況の報告及び今年度の公募内容

事業者公募に向けた課題整理及びサービスイメージの整理

部会名 解決したい課題感 提案をもらいたいサービスイメージ案 部会員

①教育部会

・必要な人に必要な情報が必要
なときに届かず、学びの機会が
取りこぼされている
・PDFや複数媒体での情報分散、
検索困難なデータにより情報取
得が困難である

PDFやExcelなどの非構造データの自動オープンデータ化
と属性別のプッシュ型配信機能など

教育総務課
学校教育課
生涯学習課
企画課

②データ連携・
利活用部会

・市民からの電話問合せの集中
と問合せ内容の傾向や市民ニー
ズが可視化、分析されていない
・市民の聞きたいFAQが示され
ていない

音声データの文字起しと分類・傾向分析及び想定FAQの自
動作成など

IT推進課
企画課

今年度、下記の２つの部会については、新たに協議会参画企業を公募し、次年度、参画企業主体のもと推進

委員会部会員と連携し、実証実験を実施します。これまで公募要件の作成に向けて進めてきました。



事業者に求められる役割

 ワーキンググループの組成後、実証実験の実施に向けた各種取組を主導すること

 市職員との協議を通して、市の現状等を把握するとともに、課題感や取組レベルの目線合わせを行うこと

 課題解決のためのソリューションを示し、市職員との意見交換の中で実証実験で用いる手段の調整を行うこと

 ワーキンググループにおける意見及びアイデアを取り纏め、主体的な立場で実証実験案を設計すること

 ワーキンググループの取組について、岸和田市スマートシティ推進協議会運営委員会への定期的な報告を行うと

ともに、市のスマートシティの検討にも積極的に参画すること

パートナー会員（参画企業）に求められる役割

パートナー会員（参画企業）に求められる視点

事業者に求められる役割

 公募の対象課題を含む社会課題全般はスマートシティの観点がなくとも解決が望まれるものとの考えのもとで、

スマートシティの考え方を取り入れることやデジタルを活用することでより効果的・効率的に課題を解決する方

法を模索していく視点

 課題解決にあたっては、協働・協創の考え方を前提として、ワーキンググループ構成員である市職員との綿密な

意見交換及び情報交換を通して、岸和田市の実情に合った解決策（実証手段）を模索していく視点

 参画しているワーキンググループだけでなく、市のスマートシティの取組全体に対しても積極的に関与・参画し

ていく視点

協議会参画企業に求められる役割について

本公募に選定された事業者はスマートシティ推進協議会におけるパートナー会員となり、ワーキンググルー

プでの実証実験に向けた各種取組を主体的な立場で進めていただきます。また推進協議会や運営委員会に
おける定期的な議論へ参加いただき本市におけるスマートシティの取組にも積極的に関与していただきます。

16



17

６．【基調講演】
大阪府のスマートシティ戦略と
データ連携基盤ORDEN 

大阪府 スマートシティ戦略部 戦略推進室戦略企画課
課長 狩野 俊明様
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７．本協議会の総括及び
今後に向けての意見交換

大阪公立大学 学長補佐・大学院情報学研究科
教授 阿多 信吾 様
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８．閉会の挨拶

岸和田市 総合政策部 部長 西川 正宏


